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青木村子どもはつらつネットワーク通信 

 令和６年度 第２３３号 ４月１日 

 青木村子どもはつらつネットワ―ク 

 

  2月８日(土)～９日(日)に「信大 YOU遊未来・青木」恒例の『冬の大三角』が

行われました。信州大学３５名、県立大 6名、長野西高１名と、小学生５５名が

参加しました。皆さんの感想をお伝えします。 

 

 

 

★大学生の感想★ 
★高学年と最後の活動になりますが、宿泊する中で大学生との関わりを大事にしてくれるのだ

と感じました。 いつもはお姉さん、お兄さんとして姿をみることが多いです

が、それ以外の一面も見れて嬉しく思いました。 

★2 年生企画、無事に終えることができてよかったです。 初めて企画をしたこ

とで企画を作り上げる難しさや最後までやり切ることの凄さを感じました。 ま

た、4年生、3年生の偉大さを感じて、本当に今の環境に感謝したいと思いまし

た。 本当にお疲れ様でした！！  

★1日のスケジュールに様々な企画がつまっていて 1つ 1つが充実していました。各企画ごと

に劇などの設定があり、子どもたちが目的やねらいを持って楽しみながら取り組んでいる姿

が印象的でした。季節は冬

であり、また天候も雪が降

っていたため、星空を見る

ことが難しかったですが、

室内の企画でも星(冬の大

三角)に関連させたものに

工夫していて、こちらも楽

しく参加することができ

ました。企画や食事は全て

手作りであり、丁寧に考えられていて濃い内容の 2日間でした。 

★冬の大三角が大学 2 年生が始めた You 遊の活動最後でしたが、たくさんの子どもたちと関

わることができ、自分自身も教師のたまごとして、また一人の人間として大きく成長するこ

とのできた三年間だったと感じています。特に今回の冬の大三角ではその成長を

強くし実感し、三年間の総まとめとなるような企画だったと思います。今回の企

画でも子どもはもちろん、大学生もたくさんのキラキラしたステキな笑顔であふ

れたものとなり、良かったなと思います。 
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★今回初めて冬の大三角のイベントに参加させていただいたのですが、一つ一つの企画がてい

ねいに作られていて子どもたちが生き生きとした表情で楽しん

でいたのが印象的でした。青木村の子どもたちはみんな親しみ

やすく元気いっぱいで、一緒に活動していた私たちも楽しむこ

とができました。また、地域の皆さんが本当にあたたかくて、

このような素敵な場所での活動に参加させていただくことがで

きてとても感謝しています。 

★今回青木の活動に参加させていただいて 2 回目になりましたが、初対面の子どもたちともす

ぐに打ち解けて様々なレクリューションを楽しむことができました。私たちも県立大学で小

学生とこのような活動をする機会がありますが、

信大の方々の企画に非常に驚きました。台本通り

に進まないことなど多々ありましたが、臨機応変

に対応できたので良かったです。とても楽しかっ

たです。 

★冬の大三角は三役の方々の企画で、学生である自分

たちもたくさん楽しむことができた。ゲームマス

ターはとても進行が大変で子どもたちが楽しめて

いるか不安であったが、回数を重ねると慣れてき

てスムーズにできたため、より予習や練習が必要

だと感じた。 

★子どもに盛り上がって欲しい場面でしっかりと盛り上がりを彷彿とさせる働きがで

きて良かった。思っていた反応と違ったときに対応しきれない場面があった。全体を通して

子どもたちが安全に楽しむことも優先して参加できて良かった。 

★大雪で大寒波の中、たくさんの子どもたちが元気に、楽しそうに企画に参加している様子を

見て本当にうれしい気持ちになれたし、やはり来てよかったなと思いま

した。5、6年生のみの泊まりとなってしまったが、10月のイベントの

時に 1～4 年生が「私も泊まりたい」などの言葉を発しているのを聞い

ていたので、4年生になる来年度もぜひ参加したい。 

★今回の企画では、ゲームマスターと調理を担当しました。調理では、

子どもたちができることと、時間を考えながら、計画したが、子どもた

ちが予想以上にできて、今度は、子どもに頼って見守るということも必要だと思いました。

ゲームマスターでは、子どもたちによってどのように声をかけるか工夫したが、時間への配

慮ができてなくて、時間があまっても楽しませることができるようにしたいと思いました。 

★学生生活最後の大三角を終えて思うことは、「人と人のつ

ながり」の奥深さです。この You 遊の活動には、1 年生

の 10月から参加していますが、毎回子どもの成長を感じ

子どもに自分も少し大きくなれた気がしました。そして子どもと自分の関係がより深くなり、

学生生活において切っても切り離せない要素となります。時に笑い、泣き、喜びそしてまた
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一歩進んでいく、そんなことを、毎回大三角を含めた活動で感じることができました。あり

がとうございました。 

★とても企画が複雑で準備が大変そうだった。1〜4年と 5、6年の活動 

のレベルを合わせるのが難しい。 

★青木っ子にまず会えたことが嬉しかったです。元気な笑顔と、企画を楽 

しんでいる姿を見ることができて

とても良かったです。反省点もた

くさんあります。今回はゲームマ

スターも頑張りました。まだ終え

てないですが、楽しんでもらえる

ように、犯人を見つけ出してもら

えるように頑張ります。一日目の

企画では黒ずくめ役になってみん

なと勝負できて楽しかったです。

これからもみんなで楽しめる企画

を頑張っていきたいです。 

★一日目を終えてにはなってしまいますが、非常に大変だったなと感じています。もちろん、

自分の技量のなさでも葛藤しました。その上で、子どもたち一人ひとりと向き合うことのむ

ずかしさを感じました。経験あるのみ、成長あるのみですね。 

★プラザ長として、最後の企画でした。通学の後悔からはじまった私たちの企画は、きっと例

年通りではなかったと思います。私たちの色を出すために、たくさん考えて実行した最後の

冬の大三角でした。学生間の連携や、各活動の運営者との相談に注力した企画だったと思い

ます。最後になっても後悔がつきませんが、来年度以降にその後悔と反省を引き継いでいき、

より良い企画やそれぞれの色が出る企画がなるといいなと思っています。 

★信大さんの企画はとてもクオリティが高く

て、子どもたちと一緒に私たちも楽しませても

らえたと思います。また、子どもを静かにさせ

たいときの声がけの仕方や注目のさせ方、企画

への導入など感心させられる場面がとても多

く、これからの活動で参考にさせていただきた

いと思ました。子どもだけでなく、学生も本当

に楽しんでいる姿がとても印象的で、初めての

参加だったが、すぐに子どもたちや信大の先輩

方と仲良くなることができて嬉しかったです。 

★全てをこの大三角のために、とはいかない中での準備だったため、何か大きな不足があった

らどうしょう、子どもたちが楽しめなかったら…という不安がありましたが、いつも通りの子

どもたちの笑顔をたくさん見ることができてとても安心したと同

時に、改めて青木っ子たちの優しさ、仲間の頼もしさ You遊未来
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という団体に関わりのあるみなさんへの感謝を感じました。子どもたちとのお別れは非常にさ

みしかったですが、ここでの思い出をこれからの種にしたいと思います。 

 

◆大学生 活動を振り返って◆                     

◆今年度初めて活動に参加し、非常に貴重な経験をたくさんさせていただきました。大学で学 

ぶだけでは得ることができないような子どもと関わることができ、楽しかったです。 

◆広い公民館や近くの温泉施設を利用し、無償で子どもたちと二日間、共に生活ができる環境

が整っていることはすてきだなと思いました。 

◆一年間、様々な企画を考える中で、子どもと活

動することの楽しさと、子どもの素直さを改め

て学ぶことができました。自分たちが、企画に

かけた思いや時間が長いほど、子どもの笑顔も

増えていく、そんな姿を見ることができました。

私たちの子どもへの思いを、子どもがしっかり

と受け取ってくれていること、それが何よ

りの原動力となりました。どうか、この活

動が、いつまでも続くことを使っています。 

◆私は今回が初めての参加であったため、今年度行なわれた活動の全ては分からないのですが、

今日の活動の中で子どもたちにどの活動が楽しかったか聞いてみたところ、みんな色々な活

動について答えてくれました。ぜひ来年度も機会がありましたらぜひ参加させていただきた

いと思います。 

◆全体的にレベルの上がった企画、増加した子どもの参加者、そして大学生の数も増加、全て

において規模が大きくなるとともに、やりがい、達成感、課題がみえた年だと感じました。こ

こでの学びを来年度からはじまる教員生活につなげていきた

いと思います。 

◆遊々の活動に初めて参加したのは、2年の夏休みに入って

からだったが、先輩方の 企画の立て方や子どもたちが楽しむ

ことを中心とした活動が行われていることを知り、可能な限

り、積極的に参加したいと思った。学生の自治としては、か

なりレベルが高いと思うので、 

自分がその中で役に立てるように頑張りたい。 

◆途中、自分の気持ちの問題で活動に参加しないことが増えましたが、後悔

がたくさんあります。長泉の時、ある児童が私の肩で寝ている姿を見て「子

どもたちの笑顔を守りたい」と考え、小学校教師を目指すことを決めました。

今年度の青木村での活動が私の人生には、大きな価値となりました。2024

年度 ありがとうございました。 
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◆今年度から活動に参加して、とてもあたたかい活動だなと思いました。学生が小学生のため

に一生懸命準備した企画をみんなで楽しめる活動は誰にとっても宝物になると思いました！す

べての企画には参加できなかったけど、とてもいい思い出でいっぱいです！ 

◆子どもとの接し方も理解できてきた。回数踏む

ことの重要性も感じられたので、今後も何度か参

加していきたい。 

◆青木村の施設は子どもたちがのびのび活動でき

る所ばかりだなと思いました。とても楽しかった

です。 

◆大学 1年生の時から、You 遊未来の青木プラザ

での活動に参加させていただきました。先輩の

大きな背中を見ているだけだった一、二年目、

企画させていただく立場になり学びが多すぎた三 年目、頼もしい後輩と精一杯楽しん

だ四年目。いつも変わらなかったのは、学生が青木っ子との時間を大切に思う気持ちと、青木

村のみなさんのあたたかさだったと思います。もちろん子どもたちには一番感謝していますが、

それと同じくらい教育委員会や文化会館のみなさん、いつも子どもたちと学生を見守ってくだ

さった地域のみなさん、子どもたちをあたたかく送り出してくださった保護者のみなさんに、

本当に感謝の気持ちでいっぱいです。この先何か苦しいことがあった時、思い出すだけで心が

軽く、あたたかくなるような、そんな思い出ばかりいただきました。本当にありがとうござい

ました。 

◆今年度の活動を振り返って、「挑戦」が多かったような一年に思います。今までにない企画

に挑戦してみたり、日常生活をきちんとルールに従って送ることを大切にすることに挑戦し

てみたり、大なり小なり「挑戦」することを重要視しているように感じた今

年度一年間の企画でした。その中で良かった点、改善点等色々あったと思い

ますが、今までとはまた違う子どもたちの笑顔と感想を見て、聞くことがで

きて良かったですし、私自身、貴重な経験を積むことができて良かったです。 

◆今年度の活動は、何と言っても企画のオリジナリテに溢れたものでした。 三役を初め、周り

のメンバーの力量が凄まじく、今までに無い経験をたくさすることができました。企画の準

備は確かに大変だったのですが、それ以上に子どもの笑顔を見ることができ、一年間を通し

て後悔したことはありません。 You 遊未来に所属していて良かった。 

 

 

 

 

♥子どもたちの感想♥ ～楽しかったこと、思い出に残ったこと～ 

♥楽しかったことはきもだめしと、体育館でやったボールをカゴに入れた

やつです。 
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♥思い出に残ったことは、お風呂と調理とみんなで寝るこ

とです。 

♥楽しかったことはきもだめしです。 お化けがいっぱいい

て、この前のきもだめしより怖くなくて、泣く人とかも少

なくていいと思ったし、楽しかったです。 思い出に残った

ことは体育館の遊びです。 風船運びは難しかったけど、なんとかたどり着けてよかったです。 

文字ふみは数字を探すのが大変だったけど、1位を取れてよかったです。 ボールとりはかご

を持ってる人が動き回っていて大変だったけど、久しぶりに本気で走れてよかったです。 人

間指スマは体を動かしたりするのが難しかったけど、楽しかったです。 カリビと競争は難し

かったけど楽しかったです。 

♥おばけやしきや、ご飯がおしかったこと。パズル（巨大）。だいちゃんと遊んだこと。みん

なと遊んだこと。 

♥思い出に残ったこと、エレベーターで一人になったこと。 

♥楽しかったことは、体育館でやった「人間指スマ」です。思い出に残ったことは、「きもだ

めし」です。 

♥特に楽しかったこと、思い出に残ったことは、きもだめし、夜ご飯、朝ごはんが美味しかっ

た。あと全部。 

♥すべて楽しかったし、思い出に残った。特にきもだめしが一番（お楽しみ会）。  

♥楽しかったことは、きもだめし、思い出に残ったこときもだめし。 

 楽しかったよー  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和7年度前期はつらつネットワーク参加団体活動計画表を作成い

たしました。日程をご確認いただき、是非積極的にご

参加いただけたらと思います。詳細は、各団体の代表者または教育委員会 

（４９－２２２４）へお問い合わせください。 
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も

あ
り

ま
す

。
あ

ら
か

じ
め

ご
了

承
く

だ
さ

い
。

　
大

学
生

の
団

体
に

つ
い

て
の

お
問

い
合

わ
せ

は
教

育
委

員
会

（
４

９
－

２
２

２
４

）
ま

で
お

願
い

致
し

ま
す

。

別
紙

１
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

７
年

度
  

は
つ

ら
つ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

参
加

団
体

活
動

計
画

表
(前

期
）
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参
加

団
体

名
活

動
内

容

里
山

を
守

る
御

富
の

窯
の

会
＊

炭
焼

き
・
き

の
こ

駒
打

ち

上
原

　
英

雄
　

（
4
9
-
3
1
6
2
）

民
生

児
童

委
員

協
議

会
子

ど
も

た
ち

の

北
澤

　
久

美
子

　
(4

9
‐
3
5
5
1
)

　
　

　
見

守
り

活
動

食
生

活
改

善
推

進
協

議
会

食
育

推
進

・ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

事
務

局
　

住
民

福
祉

課
　

古
畑

　
(4

9‐
31

32
)

ど
ん

ぶ
り

の
会

節
分

祭
の

準
備

沓
掛

　
計

三
　

（
4
9
-
2
3
9
1
）

里
山

を
歩

く
会

山
野

草
鑑

賞
会

保
護

活
動

等
滝

山
連

峰
ト

レ
ッ

キ
ン

グ
コ

ー
ス

歩
き

と
東

山
道

古
道

歩
き

は
、

共
に

秋
に

実
施

予
定

。

小
林

　
久

夫
　

（
4
9
-
2
6
5
2
）

標
識

の
設

置
と

登
山

道
の

整
備

、
村

内
の

登
山

ガ
イ

ド
な

ど
。

ゆ
り

く
ま

（
清

泉
女

学
院

短
期

大
学

）

武
蔵

野
美

術
大

学
絵

画
の

活
動

授
業

ふ
く

ろ
う

ず
（
長

野
大

学
）

　
＊

は
、

参
加

費
が

か
か

り
ま

す
。

　
　

大
学

生
の

団
体

に
つ

い
て

の
お

問
い

合
わ

せ
は

青
木

村
教

育
委

員
会

（
４

９
－

２
２

２
４

）
ま

で
お

願
い

致
し

ま
す

。

お
　

　
知

　
　

ら
　

　
せ

別
紙

２
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

令
和

７
年

度
　

は
つ

ら
つ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

参
加

団
体

活
動

計
画

表
(前

期
）

炭
焼

き
・
き

の
こ

の
駒

打
ち

の
体

験
が

で
き

ま
す

の
で

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。

○
交

通
安

全
期

間
中

に
伴

う
、

街
頭

指
導

○
就

園
前

の
親

子
と

の
か

か
わ

り
。

　
○

児
童

セ
ン

タ
ー

で
の

学
習

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

　
○

保
育

園
行

事
の

手
伝

い

保
育

園
・
小

学
生

の
節

分
祭

へ
の

参
加

。
小

学
生

に
は

福
袋

に
願

い
事

を
書

い
て

も
ら

い
、

福
銭

・
福

豆
を

入
れ

て
、

豆
ま

き
の

準
備

を
し

ま
す

。

独
自

の
イ

ベ
ン

ト
は

あ
り

ま
せ

ん
が

他
校

の
企

画
イ

ベ
ン

ト
等

に
積

極
的

に
お

手
伝

い
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

黒
板

ジ
ャ

ッ
ク

を
は

じ
め

と
し

た
、

絵
画

の
活

動
授

業
を

行
い

ま
す

。

独
自

の
イ

ベ
ン

ト
は

あ
り

ま
せ

ん
が

他
校

の
企

画
イ

ベ
ン

ト
等

に
積

極
的

に
お

手
伝

い
を

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。

乳
児

健
診

で
の

離
乳

食
相

談
の

お
手

伝
い

を
し

て
い

ま
す

。
(年

6
回

)
他

団
体

事
業

へ
の

参
加

・
協

力
等

を
行

っ
て

い
ま

す
。


